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１ はじめに 

本校は，これまで県立水産高校や枕崎市かつお公社等と連携を図るなど恵まれた立地条件を生か

し，海洋教育に関する取組を行ってきた。また，令和２年度からコミュニティ・スクールとして「地

域と共にある学校」を目指し，「枕崎市地域学校応援団」との連携により全学年の授業に地域の方々

にボランティアとして関わっていただいている。 

しかし，これらの人材・関係機関等との連携，並びに地域にある有効な教育素材等の活用には，

交通費・講師謝金などの諸経費が必要な場合があり，保護者負担や地域からの支援により何とか進

めてきた側面がある。また，理科や科学に関する情報に触れたり，体験したりするためにも校内に

ある施設等の活用を更に進めたいが，修理が必要な施設・設備等もあり積極的に活用できていない

現状があった。 

今回の助成を受けたことで，これらの課題の多くを改善することができた。また，理科好きな子

供の育成についても確実な推進と充実を果たすことができた。理科好きな子供の育成という視点で，

枕崎市にある教育素材の活用により郷土を愛する心の醸成にも繋がった。本助成を受け，対外的な

評価を得ることで，信頼される学校づくりの一助ともなった。その具体的な取組や成果を述べる。 

２ 目指す子供像 

２－１ 自然体験や科学的な体験等に主体的に関わり，「すごいな」「ふしぎだな」と感動でき，

科学の面白さを気付き，感じ，味わうことができる子供 

２－２ 自分なりに科学的な問題をもち，見通しをもって解決方法を考え，自分の思いや考え

を，自分の言葉で表現し，相手に伝え，こだわりをもって楽しみながら追究できる子供 

２－３ 他者と協働的に取り組み，異なる意見を生かして新たな知を創造しながら同時に自ら

も高めることができる子供 

３ 具体的な取組 

「つなげる」「使う」「整える」の３つの視点（「取組の視点」）を設定し，以下のような具体

的な取組を行った。３つの視点については，当初計画（助成申請書）で述べたものを一部修正し，

以下のように捉え方の見直しを行った。「つなげる」については，当初「関係機関との連携の強化」

を取り扱う視点としていたが，カリキュラム・マネジメントの視点として扱うように改めた。「関

係機関等々の連携」は，「使う」という視点に移行した。「使う」という視点は，当初は「使うた

めの修繕」についての視点としていたが，「つなげる」から移行した捉え方として，関係機関との

連携や地域などにある教育素材をどのように使うかという視点とすることとした。「整える」につ

いても改めた。当初は「カリキュラムや指導体制が有効に機能するよう改善する」としていたが，

この視点は「つなげる」に移行し，「整える」は使うための修繕等を行う視点として改めた。 



 

 

３－１ 「つなげる」 

校内の施設・設備や地域に

ある関係機関・教育素材を有

効に活用するために，教職員

が外に出かけ（フィールドワ

ーク）直接それに触れ，「何を

学ぶか」「どのように学ぶか」

等の情報収集を行った上で，

計画を見直し・具体化するカ

リキュラム・マネジメントを

進めた。右の資料は，地域にあ

る「薩摩酒造」を訪問し，３年

「からいも探検隊」（総合的な

学習の時間）の計画つくりや

一部実践をまとめたものであ

る。下は，地域にある「自然花」

に訪問し，１年「春をさがそ

う」「自然で遊ぼう」など（生

活科）の計画つくりや一部実

践をまとめたものである。 

これらの取組を積み上げ，

指導計画を作成した。下の図

は，学習内容や育成すべき資

質・能力を既存の指導計画の

中に見出し，関連が図られる

ように総合的な学習の時間を

基点に矢印等で繋げた指導計

画の一部分である。単発で終

わりがちな各実践が，教科等

横 断 的 な

取 組 と し

て 関 連 が

図 ら れ 充

実する。今

後は，実践

を 積 み 上

げ な が ら

矢 印 な ど

の 加 除 修

正 を 行 っ

ていく。 



 

 

３－２ 「使う」 

校内の既存の施設・

設備を有効に活用した。

３－１「つなげる」で述

べた指導計画などを元

に，関係機関と随時連携

し，校内の施設で授業や

理科に関するイベント

等を行った。右は，校内

にある「百周年記念の

森」の活用についてまと

めたものの一部分であ

る。 

３－３ 「整える」 

校内の施設・設備を

有効に活用するために，

修繕等に努めた。例え

ば，助成金を使い，長年

涸れて放置されていた

観察池を補修した。右

は，その活動をまとめた

ものの一部である。補修

する活動を児童が主体

的に行い，教児共に行う

ことによって学びの場

にもなった。 

４ まとめ 

４－１ 学校や教師だけ

ではできなかった指導

や理科に関するイベン

ト開催が可能となり，理

科に関する教育活動が

充実した。専門家を講師

として招き，専門的な指

導を行うこともできた。

保護者への啓発の機会

にもなり，夏休みの理科

に関する自由研究等の

成果物の充実に繋がっ

た。 

 

４－２ 専門的な立場から助言や有益な情報を得ることができ，教材研究や授業づくりが充実

し，教師の指導力向上に繋がった。例えば「枕崎市理科を語る会」の発足や「枕崎市科学教

室」などの開催に繋がった。理科好きな教師の育成の場にもなった。 



 

 

４－３ 事業推進で教育環境（ハード面）の改善が進み，地域の協力を得て「地域に

開かれ地域と共にある」学校づくりにも繋がった。右の写真は，第４学年「からい

も探検隊」の学習で，子供たちが栽培した芋を原料にして地域にある薩摩酒造と

連携して作った焼酎である。本校創立 150 周年記念のラベルを貼り，広く地域や

学校関係の方々へ提供するなど，記念事業の気運を高め，多くの理解・賛同を得る

取組となった。 

 

４－４ 児童が理科好きになり，

学力向上にも繋がった。今の本

校の子供たちの姿を見れば，目

指す子供像に近づけたと実感す

る。「理科が好きですか」の質

問（本校 3～6年生を対象に令和

2 年 4・7 月，令和 3 年 8 月実

施，紙によるアンケート）の回

答結果を比較した。「理科が好

き」な子の割合（「と

ても好き」「どちら

かと言うと好き」の

合計)は 2 年 7 月で

86.1％だったが，3

年 8月では 92.4％と

上昇した。好きとす

る子供が増え，嫌い

とする子供が減っ

た。学年ごとに見る

と，どの学年も「理

科が好き」とする子

供が増え，「好き」と

する子供が９割を超える状況である。また，ＮＲＴ全国学力標準検査の令和２・３年度の結

果で理科の学力についてみると，同一集団で比較可能な 5・6年生で上昇し，教科総合におい

ても上昇した。 

５ 謝辞 

人は環境によって育つと言います。本校では，その言葉を大切にして本研究を行ってきまし

た。助成金を使って施設・設備の改善や地域にある関係機関との連携などが大きく進みました。

同時に指導が充実し，更なる学びの環境整備に努めるなど実践・研究の好循環が生まれました。

そして，その好循環の中で，少しずつ子供たちの姿が理想とする子供像に近づき，最終的に「理

科が好き」とする子供たちが九割を超える学校となりました。ひとえに公益財団法人中谷医工計

測技術振興財団様のおかげです。心から感謝申し上げます。軌道に乗ったこの実践・研究は，今

後も大切に継続してまいります。ありがとうございました。 
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